










































名詞を複数形にするには dogsのように dogに -（e）sを付けるんだよ、と
教えるとやがて deer, fish, sheepなど単複同形が出てくる。また、なんで規




るしかない。逆に、不規則複数接辞を教えると「先生、one louse, two lice, 
one mouse, two miceならどうして one house, two hiceじゃないんですか」
と来る。だから、不規則なのだ！My family is very smallであり、またMy 
family are all night owlsとも言うと教えると、familyは単数扱いですか、複
数扱いですか、どっちかに決めてくれないと試験の時に困ります、と来る。
もっともな疑問だが、両方だと答え、学生を困らせるしかない。行為者接


















アニストやトルコからきた医者とか多士済々だったが、ある時 vegetable + 
─ 222 ─
-arianで菜食主義者を vegetarianだと教えた時、くだんのトルコのおじさ









たとえば、Their treatment of staff is definitely not cricketという発話の not 
cricketという表現はイギリス文化の伝統を知らないと理解できない。






ス英語の potato crispsが分家のアメリカ英語では potato chipsと変わり、イ
ギリス英語の potato chipsがアメリカ英語では French friesに変わる。歩道
はイギリス英語では pavement、アメリカ英語では sidewalk、オーストラリ
ア英語では footpathである。それが、本家のイギリス人には面白くない。
ロンドンに住んでいたころ、Where is the nearest subway station?と聞くと
Do you mean the underground?と聞き返してくるし、Where is the elevator?
─ 223 ─




にオフィスも貰っていたので 10時過ぎと 3時過ぎには tea breakがあり、
ワゴンにコーヒー、紅茶、スナックなどを積んで回ってくるのだが、紅茶
よりコーヒーを飲む教授の方が多かった。What happened to your British 
identity?と冷やかすとWe are international!とのたまったものだ。学期に数
回アメリカの著名な言語学者を招いて講演会を行うのだが、講演後のレセ
プションで講演者の居ないところで Did he speak English?と言って溜飲を
下げていたのを覚えている。また、教授連中と pub crawlingと言って酒場
巡りをやったりしたが、ビールのグラスを重ね、ほろ酔い加減になってく
ると本音が出てくる。Americans speak American English. That can’t be helped. 






に足らない人物（an insignificant person）はイギリス英語では small beer、
アメリカ英語では small potatoesだが、南アジア英語では small radishesと
化す。東南アジア英語では、繊細なことを onion-skinnedと言うし、cousin 
brotherや cousin sisterのように「いとこ」に性別を持ち込む。アフリカ英
語では go to cinemaのように冠詞が省かれるし、furnitures, informations, 











り入れてきている。そして今はやりの sushi, ramenは日本語源である（Yano 
2013b）。さらに、もし Norman Conquestで古フランス語の圧倒的な流入が
なかったら、beef, pork, muttonは cow meat, pig meat, and sheep meatのよう
に「食用動物＋肉」と規則的だったかもしれないのである。
第 3に、科学技術の革新も英語表現を複雑にしている。携帯電話（mobile 
phone or cell phone）は textという語に、Kids seem to be texting non-stop 
these daysのように動詞として「携帯電話でメッセージを送る」という新
しい意味を加え、Send a text to this number, pleaseのように名詞として、「携
帯電話で送られたメッセージ」という意味を加えた。また、固有名詞（会
社名）である Facebook, SMS, Twitterなどの social networking servicesがそ
れらの会社のサービスを使ってメッセージを送ること（動詞）や送った
メッセージ（名詞）として使われる。
My son is facebooking his girlfriend every day.
Jane twitters/tweets to him every day.
Where is the twitter/tweet you said you sent me yesterday?
I’m trying to send an SMS.
















are the large muscles at the front of the upper part of your arms （COBUILD 







American Speech III. 26 （1927）から 2つ例文を挙げている。イギリス人に
とっては、アメリカ英語はなにかと間違いが多いのである。
─ 226 ─
It was finally decided to allot a definite media to each member.
One of the best advertising medias in the middle west.
しかし、21世紀に改訂版を出している Longman Dictionary of Contemporary 
English for Advanced Learners, 6th ed. 2014、以後 Longman）、 Oxford Advanced 
Learner’s Dictionary, 8th ed. 2010、以後 OALD）、Shorter Oxford University 
Dictionary on Historical Principles, 2 vols. 6th ed. 2007、以後 SOUD）などは、
いずれも The data is collected by trained interviewersというような例を挙げ
てインフォーマルな日常の英語では dataは単数形として使われているが、
These data are summarized in Table 5のように保守的なフォーマルな英語や
アカデミックな英語では複数形のままだと述べている。また、mediaに関
しては、これらの辞書は、The media is/are controlled by the governmentのよ
うな例を出して、単複両方として使われていると述べるに留まっている。

















から単なる「強意」を表す意味でも使われている。She’s doing a terrific job
と言った場合、「ひどい仕事」ではなく a good jobの強調で「素晴らしい



















記述に用いられ、従来の syllabiは less frequentと付記している。Longman









かわられつつあるし、不規則な複数接辞 corpora, formulae, syllabi, symposia
なども corpuses, formulas, syllabuses, symposiumsのように規則化されつつ
ある。将来は、fish, knives, lice, men, oxen, sheepなどの不規則形も fishes, 
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